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心
に

市
民
が
見
つ
け
た

　

 

い
い
こ
と
情
報

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課
☎
948
６
８
１
６
・

 

934
１
８

０
４
へ

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
ほ
の
ぼ
の
と
す
る
お
便

り
を
紹
介
し
ま
す
。

【論文概要】現在増加している耕
作放棄地を利用し、子どもが家族
と気軽に参加できる体験事業を地
域・公民館・学生が連携し実施し
たい。
【受賞の声】公民館で実施してい
る農業体験教室への参加経験か
ら、第一次産業の現状と地域活性
化の可能性を考えることができ今
回の提案をしました。現在、大学
で学んでいる都市農村交流の研究
にもつなげたいです。

　
職
員
が
皆
さ
ん
の
集
ま
る
場
所

に
出
か
け
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
市

の
取
り
組
み
な
ど
意
見
を
話
し
合

う
「
み
ん
な
の
松
山
わ
い
わ
い

ト
ー
ク
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
版
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
１
月
５
日
㈭
〜
２
月
29

日
㈬
。
月
〜
金
＝
９
時
30
分
〜
21

時
30
分
▼
土
・
日
・
祝
日
＝
９
時

30
分
〜
18
時
（
い
ず
れ
も
２
時
間

以
内
）

【
内
容
】
94
の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
（
市
民
参
画

ま
ち
づ
く
り
課
〈
市

役
所
本
館
9
階
〉・

市
役
所
本
館
1
階
案

　
皆
さ
ん
の
周
り
に
心
温
ま
る
お

話
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
情

報
を
募
集
中
で
す
。

【
募
集
内
容
】
①
善
行
内
容
（
日

時
、
場
所
、
具
体
的
な
内
容
な
ど
）

②
善
行
者
の
住
所
、
氏
名
（
不
明

　
泉
俊
明
さ
ん
は
、
約
５
年
前

か
ら
雨
天
時
以
外
は
毎
日
、
針

田
町
を
中
心
に
約
２
㌔
以
上
の

路
上
で
散
歩
を
兼
ね
て
目
に
付

く
す
べ
て
の
ご
み
を
拾
っ
て
帰

り
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
処
分

し
て
い
ま
す
。
ご
み
を
拾
う
泉

さ
ん
に
、
付
近
の
住
民
は
感
謝

を
し
て
い
ま
す
。

（
推
薦
者
　
山
下
正
明
さ
ん
）

　
政
策
論
文
は
市
内
外
の
大
学
生

ら
か
ら
１
４
９
件
の
応
募
が
あ
り
、

最
優
秀
賞
に
加
藤
な
つ
み
さ
ん

（
愛
媛
大
３
年
）
の
「
松
山
市
公

民
館
連
携
型
の
市
民
農
園
で
耕
作

放
棄
地
を
減
ら
せ
！
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
野
志
市
長
は
「
こ
れ

ま
で
の
提
案
も
実
際
に
事
業
化

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
皆
さ
ん
の
提
案
も

市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
。（
敬
称
略
）

　
優
秀
賞
＝
重
松
香
織
（
愛
媛
大

３
年
）「『
松
山
市
ま
ち
づ
く
り

ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
』
で
紡
ぐ
松
山
人

の
ま
ち
づ
く
り
」・
東
賢
吾
（
愛

媛
大
３
年
）「
三
津
浜
の
ん
び
り

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
〜
ポ
タ
リ

ン
グ
で
三
津
浜
に
ハ
マ
ろ
う
〜
」
▼

佳
作
＝
河
内
ゆ
い
（
同
志
社
大
３

内
所
・
支
所
・
公
民
館
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
に
掲
載

【
対
象
】
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
10
〜
30
人
程

度
の
グ
ル
ー
プ
（
子
ど
も
版
は
保

護
者
代
表
の
同
席
が
必
要
）

【
場
所
】
申
込
者
が
準
備
す
る
市

内
の
会
場
（
会
場
費
用
は
申
込
者

負
担
）

【
申
し
込
み
】
開
催
希
望
日
の
2

週
間
前
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
書
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
設
置
場
所
と
同
所
に
あ

り
）
を
〒
790
８
５
７
１
市
民
参
画

ま
ち
づ
く
り
課
へ

な
場
合
も
受
け

付
け
可
）
③
推

薦
者（
あ
な
た
）

の
氏
名
、
連
絡

先
、
推
薦
理
由

（
必
ず
記
入
）

※
情
報
の
紹
介
時
に
、
推
薦
者
の

氏
名
を
公
開

【
応
募
方
法
】
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
・ｅ
メ
ー
ル
で
、推
薦
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
を
〒
790

８
５
７
１
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り

課

siminseikatu@
city.matsu 

yama.ehime.jp

へ

年
）「
生
産
者
と
消
費
者
の
た
め

の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
〜
ミ

カ
ン
だ
け
と
ち
が
う
ん
よ
！
〜
」▼

ア
イ
デ
ア
賞
＝
松
本
真
知
（
松
山

大
２
年
）「
未
来
が
広
が
る
ラ
ジ

オ
体
操
」・
会
田
良
明（
明
治
大
３

年
）、
斎
藤
康
裕（
同
３
年
）、
石

塚
啓
（
同
２
年
）「
松
山
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
隊

の
創
出
を
！
〜
説
明
×
連
想
×
発

信
に
よ
る
松
山
城
改
善
案
〜
」

　
学
生
の
若
き
感
性
を
市
政
に
生
か
そ
う
と
提
案
募
集

し
た
「
第
13
回
学
生
に
よ
る
政
策
論
文
」
の
入
賞
者
表

彰
式
が
12
月
５
日
、
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

時
30
分

【
場
所
】
生
石
公
民
館
（
高
岡
町
）

１
階
大
会
議
室

【
対
象
】
生
石
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

【
定
員
】
１
０
０
人
程
度

【
申
し
込
み
】
１
月
16
日
㈪
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加
申
込
書

（
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
〈
市

役
所
本
館
9
階
〉・
生
石
支
所
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

性
別
、
勤
務
先
（
学
校
名
）、
市

長
と
話
し
た
い
こ
と
を
書
い
て
、

〒
790
８
５
７
１
市
民
参
画
ま
ち
づ

く
り
課

zichi@
city.matsuya 

ma.ehime.jp

ま
た
は
生
石
支
所

へ

・
潮
見
は
神
社
仏
閣
や
歴
史
・
民

話
が
多
く
残
る
地
区
で
あ
る
こ
と

が
自
慢
の
一
つ
で
す

・
潮
見
を
い
い
地
区
に
し
た
い
と

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
準
備
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た

・
独
居
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
ほ
し
い

・
児
童
館
を
造
っ
て
ほ
し
い

・
下
水
道
の
今
後
の
整
備
予
定
を

教
え
て
ほ
し
い

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

第
18
回
＝
生
石
地
区

【
日
時
】
２
月
10
日
㈮
19
時
〜
20

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６
３

８
３
・

 

934
３
１
５
７
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６
３

８
３
・

 

934
３
１
５
７
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６
３

８
３
・

 

934
３
１
５
７
へ

暴
落
を
背
景
に
、
当
地
区
で

は
一
斉
に
宮
内
い
よ
か
ん
の

栽
培
に
転
換
し
、
全
国
的
な

産
地
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

平
田
町
に
残
る
母
樹
は
、
宮

内
い
よ
か
ん
の
発
祥
の
地
と

し
て
市
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
道
１
９
６
号
は
昔
の
今

治
街
道
で
、
姫
原
か
ら
鴨
川

に
か
け
て
松
山
城
へ
の
敵
の

進
軍
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
意

図
的
に
道
が
曲
げ
ら
れ
た

「
七な

な

曲ま
が

り
」
と
呼
ば
れ
る
区

間
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
以
降
、
国
道

整
備
に
伴
い
、
田
園
は
住
宅

地
と
な
り
人
口
が
増
加
し
ま

し
た
。
近
年
、
国
道
の
４
車

線
化
や
歩
道
整
備
の
ほ
か
北

条
方
面
へ
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
、
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー

ス
に
な
っ
て
か
ら
は
、
沿
線

で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
む
人

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
多

く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
当
地
区
を

走
り
抜
け
ま
す
。

　
潮
見
地
区
は
、
市
中
心
部

か
ら
北
に
４
㌔
の
国
道
１
９

６
号
周
辺
に
あ
り
、
人
口
１

万
６
２
１
人
、
世
帯
数
４
２

７
４
世
帯
（
平
成
23
年
12
月

１
日
現
在
）
の
地
区
で
す
。

　
明
治
以
降
、
地
区
の
基
幹

産
業
は
稲
作
か
ら
ミ
カ
ン
栽

培
に
移
り
、
昭
和
30
年
代
に

平
田
町
の
宮
内
義
正
氏
が
発

見
し
た
新
品
種
が
「
宮
内
い

よ
か
ん
」
と
な
り
ま
す
。
こ

の
頃
、
温
州
ミ
カ
ン
の
価
格

スクリーンを使い地区の魅力を話す参加者

表彰式後の入賞者記念撮影

市指定天然記念物「宮内伊予柑母樹」

平田町付近を走る愛媛マラソン
の参加ランナー

14

潮見
地区

「
宮
内
い
よ
か
ん
」と「
道
」に
歴
史
あ
り

12
月
２
日
開
催
・
潮
見
公
民
館
・
参
加
者
73
人

「誇れる」地域の宝
～まちのいいとこ～

潮見編
住
民
の
声

参
加
者
募
集

み
ん
な
の

松

　山

わ
い
わ
い
ト
ー
ク

市
政
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
そ
う
！参加者
募 集

最
優
秀
・
加
藤
さ
ん「
耕
作
放
棄
地
の
活
用
案
を
評
価
」

第13回
学
生
に
よ
る
政
策
論
文
表
彰
式

最
優
秀
賞

「
松
山
市
公
民
館
連
携

型
の
市
民
農
園
で
耕
作

放
棄
地
を
減
ら
せ
！
」加藤なつみ さん


